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法教育推進協議会

発達段階に応じた法教育の在り方－高等学校での実践を中心に－

福井大学 橋本 康弘

１．法教育カリキュラム設計の要素

（１）認識対象としての法社会→「法社会を知る」

法原理（法的価値） 抽象化

法

社 法制度（規範）

会 法機能 具体化

※法原理（法的価値）→普遍性が高く抽象度の高い、法制度の根拠となっている価値

（ ，刑法；罪刑法定主義 他）Ex

※法制度（規範）→法原理（法的価値）を根拠に作られている規範；法、ルール

※法機能→法制度・規範の運用の実際（ ，監視カメラと犯罪防止条例）Ex

（２）行動対象としての法社会→「法社会の中で行動する」

トラブル（紛争）

対処

裁判・選挙

地域で発生する社会問題

２．法教育カリキュラム設計の枠組み－認識形成を重視したカリキュラム設計の場合－

( ) 横軸としての教育目的・学習形態A
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法原理（法的価値）③ 抽象化

法

社 法制度（規範）①

会 法機能 ② 具体化

④・⑤

他国の法制度

（自国の過去の法制度）

※ ①から③の理解を前提として、④・⑤に進む

※ ①から③の理解についても、より具体的な学習である法機能学習（②に相当）を小

学校段階に①や③の学習を中学校段階に位置づける。そして「発展的な学習」であ

る④や⑤を中学校・高等学校段階に位置づける。

表１ 認識形成を重視した法教育カリキュラムの教育目的と学習形態、学習事例

目的 学習 学習形態 学習事例（校種・教科目）

① 法制度 行政・司法・立法制度、憲法を理解する 憲法条文や統治機構の学習法制度を
学習 （中・社）理解できる

（ ）② 法機能 社会の中で制度や法の運用の結果（機能）を説明 警察制度とその運用 機能法機能を
学習 し、問題点があればそれを理解する の学習理解できる

（小・社）

③ 法原理 制度や法の背景（成立根拠）である原理・原則(法 (例）契約自由の原則を学法原理を
学習 的価値）を理解する ぶ学習理解できる

（中・社）

④ 法反省 自国法制度（機能）を理解した上で、他国法制度 (例）日本の憲法条文と韓法 制度（ ）
学習 機能 や自国の過去の法制度 機能 と比較し 国の憲法条文を比較・検討を反省的に （ ） （ ） 、

（ 、 ）考察できる 吟味する する学習 中・社 高・公

⑤ 法批判 自国法制度（機能）を理解した上で、他国法制度 (例）外国人参政権付与の法 制度（ ）
学習 （機能）や自国の過去の法制度（機能）の背景に 是非を吟味・検討する学習を批判的に

ある原理・原則を踏まえた上で、自国法制度を吟 （高・公）→詳細は下記参考察できる
味し、再構築する 照
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（ )縦軸としての法学の体系B

憲法や民法、刑事訴訟法といった法学の体系に沿った内容領域で構成する。

３．法教育カリキュラム設計の具体－認識形成を重視したカリキュラム設計の場合－

（参考）市民性育成を重視したカリキュラム設計

( ) 縦軸としての教育目的・学習形態A

⑥

解決 トラブル（紛争）

参画 ⑦

裁判・選挙

提案 ⑧

地域で発生する社会問題

表２ 認識形成を重視した法教育カリキュラムの具体
小 高

② ① ③ ④ ⑤
法機能学習 法制度学習 法原理学習 （法反省学習） （法批判学習）（ ）（ ）（ ）

憲 法 身近な生活の 憲法に規定さ 憲法に規定さ 憲法を他国や自 憲法に関わる法制
（ ）中で憲法の条 れる条文と機 れている条文 国の過去の憲法 度 法的論争問題

文（憲法の価 構はどのよう や機構はどの と比較しつつ、 について法的論点
値）がどのよ な内容なのか ような考え方 その内容の是非 を整理しつつ他国
うに反映してについて学習 に基づいて出 について吟味・ や自国の法制度 機（
いるのかにつ する 来ているのか 検討する 能）の根拠である
いて学習する を学習する 原理を念頭に置い

て吟味・検討し、
再構築する

民 法

国 際 法

・
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（ )横軸としての社会性の拡大B

４．カリキュラムの最後に位置づけられる法批判学習の具体－「外国人参政権」付与の是

非－

表１ 市民性育成を重視した「法教育」カリキュラムの教育目的と学習形態、学習事例

目的 学習 学習形態 学習事例（校種・教科目）

⑥ 紛争解 社会の中で発生するトラブル（紛争）を解決 （例）マンションの中で発生す紛争（ト
決学習 するための方法（観点）を踏まえながら、身 ると想定される騒音やペットのラブル）を

近なトラブルを模擬的に解決する トラブルを法的な視点を用いて解決できる
解決する（中・社、中・道）

⑦ 法シス 裁判員や有権者として法システムに参画し、 （例）模擬裁判、模擬少年法廷法システ
（ 、 、ムに参画で テム参 システムに関与する方法を学びながら、意思 や模擬選挙 中・社 中・総合

画学習 決定を模擬的に行う 高・公）きる

⑧ 社会参 現実社会で発生する法的問題に対してその問 （例）地域の法的な問題（安全社会に参
加学習 題の解決策を社会構成員（役所や住民）に評 の問題等）の解決策を考案し、加し提案で

価してもらい、実現するよう行動する 提案する授業（中・社、中・総きる
合）

段 学習活動 学習内容

階

展

、 。開 さんは日本で生まれ 日本社会に生活の本拠を置いた長年定住している人であるA
。 、１ さんは納税や勤労といった日本国憲法に定められる義務を果たしている しかしA

「日本国籍」がないという理由だけで参政権（選挙権・被選挙権）がない。それは

問題であり、参政権を認めるべきだと考えている。

◎Ａさんの主張への

賛否を考察する
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段 学習活動 学習内容

階

展 ◎それぞれの主張のメリット・ ○賛成派・反対派のメリット・デメリットの具体

開 デメリットの考察

２

展 ◎参政権について憲法学や法学 ○「国民主権原理」か「人民主権原理」か

開 における解釈上の論点の考察 ○参政権の「公務性」か「公共性」か

３ ○国政と地方政治は違うのか否か

◎アイルランド・イタリア・ニ ○国際法に基づく行動の必要性

ュージーランドの定住外国人参 ○参政権の付与における相互主義

政権付与の状況の考察 ○参政権の部分的付与の可能性

○定住への担保としての永住権

○「永住外国人＝将来の国民」としての位置づけ

◎国籍取得の原理考察 ○「血統主義」のメリットデメリット

○「生地主義」のメリットデメリット

○重国籍のメリットデメリット

◎日本の定住外国人の状況の考 ○日本国籍を過去に所有していた在日韓国・朝鮮人

察 の人たちの置かれた立場

展 ◎ さんが提起した問題の解決 ○略A
開 策の考察

４

展 ◎策定された解決策に用いたル ○略

開 ールの検証・解決策のクラスで

５ の討議・合意

◎問題解決策に含まれるルール ○略

ま の抽出・確認

と

め


